
 
（都）原松原線トンネル工事の進捗状況について 

 
１ 工事概要 

・工 事 名 平成３０年度 第１－１号 原松原線補助都市計画街路工事 
・施  工  場  所 彦根市原町他 
・概   要 施工延長 1,233m 

       トンネル工 1,135m、明かり部道路工 １式、仮設工 １式 
・工   期 平成３１年３月１８日～令和５年５月２６日 
・契 約 金 額 ９，８０１，２５６，１００円 
・契約の相手方 戸田・昭建・金子建設工事共同企業体 

           代表者 戸田建設株式会社大阪支店  
                 常務執行役員支店長 三宅 正人 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

国道８号側坑口部 イメージ図 彦根 IC 側坑口部 イメージ図 

ＮＡＴＭ工法 内空断面積Ａ＝73.7 ㎡ 

土木交通・警察・企業常任委員会資料 9 
令 和 ４ 年 （ 2 0 2 2 年 ） 1 2 月 1 5 日 
土 木 交 通 部 都 市 計 画 課 



２ トンネル工事の状況【令和４年１１月末現在】 

(１) 進捗状況 
・トンネル掘削 令和 4 年 3 月 4 日 トンネル貫通 
・インバートコンクリート 令和 4 年 7 月 1 日  施工完了 
・覆工コンクリート 1,121/1,135m （令和 4 年 12 月末 完了予定） 
・坑門工 施工中（令和 5 年 1 月末 完了予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(２) 地質状況 
・ 令和 4 年 2 月定例会議常任委員会にて報告した時点では、残る 103m の区間は粘土

を含み破砕帯が連続する脆い地層であることが想定されたため、より高度な変位・崩 
 落対策および変位・沈下対策を区間の 100％で実施するとした。 

実績は、変位・崩落対策は区間のすべてで必要であり、内、高度な変位・崩落対策

は区間の約 58％、変位・沈下対策は約 14％の割合で実施した。 
・ 同じく、重金属含有土を 100%と想定していたが、約 51%の割合で出現した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(３) 工事費の変更 

減額が見込まれる。（精査中） 

750 

+ 
：通常対策   鋼管 9m 11 本 

：高度な対策 鋼管 9m 26 本 
  

トンネル標準断面図 国道８号側坑口部施工状況 

750 

インバートコンクリート 

覆工コンクリート 

ヒ素を含む部分 

変位・崩落対策（補助工法） 

変位・沈下対策 重金属含有土 
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トンネル掘進方向 

 

鋼管９ｍ 

鋼管６ｍ 

鏡面(掘削面) 

トンネル掘進方向 

天端補助工法 鏡面補助工法 

：通常対策   鋼管 9m 27 本 
：高度な対策 鋼管 6m 37 本 
  

鏡面（掘削面） 

  

 
 

※鋼管から地山に凝固材を注入し、 
崩落を防止 
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《地質》

硬脆

■トンネル掘削状況図
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重金属:12％

R3.12/22時点
L=1,032m

《重金属含有土》

重金属:48％

当初設計

実績
(R4年11月25日)

実績
(R4年11月25日)

当初設計

設計変更
(R3年12月22日)
(R4.２月定例会議報告)

設計変更
(R3年12月22日)
(R4.２月定例会議報告)

L=1,135m

51％

硬い層:70％

脆い層:30％

（見込み）

100％

硬い層:19％

脆い層:81％

インバートコンクリート：1,135m/1,135m（100％）施工完了（7/1時点）
覆工コンクリート：1,121m/1,135m（約99％）施工完了（11/25時点）

残区間：103m

高度な変位・崩落対策：100％見込み

高度な変位
・崩落対策

58％
変位・沈下対策

14％

変位・沈下対策：100％見込み

変位
・崩落対策
42％


